
Y O S A N ONo.100広報よさの

６
2014

●今月の表紙

三河内曳山祭（５月４日撮影）

●主な記事

02　 与謝野の３大祭

06　 公共交通ＴＯＰＩＣＳ

08    海フェスタ京都　

18　 よさの人

　 

水・緑・空  笑顔かがやく ふれあいのまち



　
４
月
26
日
・
27
日
に
加

悦
・
野
田
川
地
域
（
三
河

内
地
域
除
く
）
で
「
加
悦

谷
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ

個
性
の
あ
る
祭
り
が
あ

り
、
迫
力
の
あ
る
神
輿
、

神
楽
な
ど
活
気
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。
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９／神楽と天狗が奉納される（岩屋）　10 ／躍動感いっぱいの神

楽と天狗（与謝）　11 ／カメラに向かって笑顔を見せる子どもた

ち（金屋）　12 ／屋台の舵を取る男たち（加悦奥）　13 ／色鮮や

かな屋台が連なる（後野）　14 ／大虫神社で迫力の神楽と天狗の

舞（温江）15 ／神輿を担ぎまちを練り歩く様子（幾地）　16 ／か

まど清めを行う（香河）

1 ／百メートル以上にも及

ぶ長い列を作る道振り（下

山田）　２／屋台を引く子

どもたち（上山田）　３／

神楽と天狗の舞　４／みご

とな太刀振りを披露（石川）

５／力強く神輿を担ぐ（加

悦・算所）　６／神楽に視

線が集まる（滝）　７／子

ども神輿を元気に引っ張る

（明石）　８／お稚児の様子

（四辻）
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■
四
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日

加
悦
谷
祭

■特集

  与謝野の３大祭
与謝野町では、４月 26 日・27 日に加悦谷祭、５月１日には岩滝祭、
５月３日・４日は三河内曳山祭が盛大に行われました。
祭の練習・準備を存分に活かし、まちは祭一色となり熱気で満ちてい
ました。その様子を写真で振り返ります。



倭
文
神
社
の
春
季
例
祭
で
、
２
日
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
屋
台
な
ど
計
12
台
が
倭

文
神
社
ま
で
の
参
道
を
練
り
歩
き
、
ま
ち
は
華

や
ぎ
ま
し
た
。

高
い
格
式
を
誇
り
、
丹
後
の
神
楽
の
は
じ
め
と

も
言
わ
れ
る
伝
統
の
岩
滝
神
楽
、
由
緒
あ
る
太

刀
振
り
、
笹
ば
や
し
、
神
輿
が
ま
ち
を
練
り
歩

く
な
ど
、
祭
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

１／子どもによる神楽の舞（岩滝連合）

２／矢が的に当たるとスタート（男山）

３／力強く担がれた神輿（岩滝連合）

４／木積神社で奉納された神楽と天狗

５／太鼓屋台（弓木）

６／午前５時から神輿を担いで急斜面

　を降りる男たち（弓木）　

７／太刀振りを披露する（石田）　

８／板列八幡神社から長い階段をくだ

　り、担ぎ出される神輿（男山）

１／色鮮やかな屋台が並ぶ　

２／山屋台に乗り、掛け声に応える

３／須代神社に向かって「おーい、おー

い、おーい」と神招きの儀式

４／倭文神社に向けて山屋台の方向転換

５／「町主」の掛け声で山屋台が動き出

　す

６／きれいな音色を出す神楽組

７／倭文神社で奉納される神楽
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■
五
月
一
日

岩
滝
祭

■
五
月
三
日
・
四
日

三
河
内
曳
山
祭 １

２



丹後くろまつ号の
運行が始まりました！

出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
５
月
25
日
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
新
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
列
車
「
丹
後
く
ろ
ま
つ
号
」
の
運

行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
漆
黒
の
車
体
と

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
内
装
が
特
徴

で
、「『
海
の
京
都
』
の
走
る
ダ
イ
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
ス

イ
ー
ツ
」、「
ラ
ン
チ
」、「
地
酒
」
の
３

コ
ー
ス
（
そ
れ
ぞ
れ
丹
後
く
ろ
ま
つ
１

号
、
３
号
、
２
号
）
で
沿
線
の
食
の
魅

力
を
届
け
ま
す
。

　
こ
の
日
、
第
１
便
が
出
発
す
る
Ｋ
Ｔ

Ｒ
福
知
山
駅
で
出
発
式
が
開
催
さ
れ
、

山や
ま
田だ

啓け
い
二じ

京
都
府
知
事
を
は
じ
め
、
沿

線
の
市
町
の
首
長
な
ど
多
く
の
関
係
者

や
一
般
客
ら
が
運
行
開
始
を
祝
い
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
の「
な
な
つ
星
in
九
州
」

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、

く
ろ
ま
つ
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け

た
水み

戸と

岡お
か
鋭え
い
治じ

さ
ん
も
会
場
に
駆
け
つ

け
、「
く
ろ
ま
つ
は
、
な
な
つ
星
に
も

負
け
な
い
車
両
。
日
本
中
の
人
に
乗
っ

て
い
た
だ
き
、
丹
後
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

   公共交通
T O P I C S

宮
津
与
謝
地
域
の
バ
ス
の

利
用
者
数
が
１
・５
倍
に
！

　
昨
年
10
月
に
２
０
０
円
バ
ス
の
運
行

が
始
ま
り
、
３
月
末
で
半
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
半
年
間
、
沿
線
住
民
の
皆

さ
ん
に
は
好
評
の
声
を
多
く
い
た
だ
き
、

た
く
さ
ん
の
方
に
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
利
用
実
績
を
運
行
開

始
以
前
（
前
年
の
同
期
間
）
と
比
較
す

る
形
で
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
た

宮
津
市
、
伊
根
町
、
与
謝
野
町
の

５
路
線
の
半
年
間
の
利
用
者
数
は

１
３
７
５
４
９
人
で
、
前
年
の
同
じ
期

間
と
比
較
し
て
１
４
９
％
と
大
き
く
利

用
が
伸
び
、
順
調
な
滑
り
出
し
と
な
り

ま
し
た
。
２
０
０
円
バ
ス
の
運
行
開
始

に
際
し
て
、
宮
津
与
謝
地
域
で
の
利
用

促
進
の
目
標
を
利
用
者
数
１
５
０
％
増

に
設
定
し
て
お
り
、
最
初
の
半
年
間
は

目
標
を
お
お
む
ね
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
運
賃
が
大
幅
に
安

く
な
っ
た
た
め
、
運
賃
収
入
は
前
年
同

期
間
比
76
％
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
必
要
不
可
欠
な
地
域
の

足
で
あ
る
路
線
バ
ス
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
２
０
０
円
バ
ス
の
運
行
に
加
え
、
３

月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、
野
田
川
駅
で

の
列
車
と
の
接
続
や
各
バ
ス
停
で
の
バ

ス
ど
う
し
の
接
続
の
改
善
な
ど
、
よ
り

便
利
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま

わ
り
も
好
調
に
運
行
中
！

　

平
成
21
年
３
月
に
運
行
が
始
ま
り
、

今
年
度
６
年
目
の
運
行
と
な
る
町
営
バ

ス
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り
」。

　
こ
れ
ま
で
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
と
お
し
て
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
ダ
イ
ヤ
・
ル
ー
ト
を
見
直
し
な
ど

の
試
行
錯
誤
を
続
け
な
が
ら
、
交
通
空

白
地
域
の
皆
さ
ん
の
日
常
の
足
と
し
て

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
運
行
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
５
年
目
に
あ
た
る
昨
年
度

は
、
２
路
線
（
奥
滝
線
、
加
悦
奥
・
石

川
線
）
と
も
に
過
去
最
高
の
利
用
者
数

と
な
り
、
地
域
に
定
着
し
て
き
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

200 円バス、コミュニティ
バスひまわり大好評です！

　
昨
年
実
施
し
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
「
こ
の
ま
ま
運
行
を
続
け
て
ほ
し

い
」「
バ
ス
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
助

か
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
足
と
し
て

運
行
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

与
謝
野
町
で
も
大
歓
迎
！

　
午
後
０
時
35
分
に
は
、
く
ろ
ま
つ
号

が
与
謝
野
町
に
初
登
場
。
歓
迎
の
た
め

駅
ホ
ー
ム
へ
の
入
場
が
解
放
さ
れ
た
こ

の
日
は
、
く
ろ
ま
つ
号
を
一
目
見
よ
う

と
多
く
の
親
子
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
が

野
田
川
駅
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
に
は
、
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ

ん
」
や
観
光
協
会
の
メ
ン
バ
ー
も
駆
け

つ
け
、
た
く
さ
ん
の
人
が
手
を
振
っ
て

盛
大
に
く
ろ
ま
つ
号
を
出
迎
え
、
車
両

内
の
乗
客
た
ち
も
笑
顔
で
答
え
て
い
ま

し
た
。

　
く
ろ
ま
つ
号
は
今
後
、
金
・
土
・
日

曜
日
お
よ
び
祝
日
に
、
１
両
編
成
、
３

コ
ー
ス
で
定
期
運
行
さ
れ
ま
す
（
各

コ
ー
ス
の
詳
細
は
広
報
よ
さ
の
５
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
各
コ
ー
ス

と
も
完
全
予
約
制
で
す
。
予
約
は
乗

車
日
の
５
日
前
ま
で
に
Ｋ
Ｔ
Ｒ
（
☎

２
５
・
２
３
２
３
）
ま
で
。

　
く
ろ
ま
つ
車
両
の
団
体
貸
切
利
用
も

で
き
ま
す（
基
本
的
に
は
水・木
曜
日
）。

詳
し
く
は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 200 円バス利用者増加率
　（H25.10 ～ H26.3、対前年同期間比）
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■ 200 円バス運賃収入増減率
　（H25.10 ～ H26.3、対前年同期間比）
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平成 23 年度

平成 22 年度

※平成 22 年はクマ出没の対策に小学校の登下校に利用
　されたため利用者数が多くなっています

■コミュニティバスひまわり
　利用者数（Ｈ 21 ～Ｈ25）

■加悦奥・石川線
■奥滝線
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好調となっているコミュニティバスひまわり

上・右下／くろまつに手を振り、ひま
わりのパネルを持って出迎えました。
左下／まいちゃんも歓迎しました。

一日駅長も一緒になって出
発の合図をしました

左／くろまつの先頭に座りピー
　　スサインをする女の子
右／くろまつに乗り込む来場者

5 月 10 日には、「くろま
つ展示会」がＪＲ福知山駅
で行われました。

●くろまつ展示会

60

40

20

（％）

（％）

（人）
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●海フェスタ京都●京都と結ぶ海の道

新日本海フェリー体験乗船

【日　時】　7 月 21 日（祝）午後２時から
【場　所】　京都舞鶴港東港前島ふ頭
【定　員】　先着 660 人
【料　金】　●大人 3,000 円　●小学生 2,000 円
　　　　　●幼児（１歳～未就学児）は大人１人
　　　　　につき１人無料
         　　※客室を希望する場合は当日に受付

【申し込み方法】
　専用の用紙（新日本海フェリー㈱ホームページ
からダウンロード可）で同社舞鶴支店へ郵送か
ファックスで。
※詳しくは新日本海フェリー㈱舞鶴支店（☎ 0773-62-
3000、FAX　62-9558）へ。

大型高速フェリーあかしあ

与謝野町ひまわりフェスティバル

   与謝野町の夏の風物詩として定着した「ひまわ
りイベント」。５ha のほ場には 20 万本ものひま
わりが咲き、みごとな光景を目にすることができ
ます。イベント期間中には売店が出店するほか、
さまざまな催しものが行われます。

【期　間】　7 月26 日（土）～8 月３日（日）予定
　　　※開花状況によっては期間が前後する可能性があります。

【時　間】　午前 9 時～午後５時まで
【場　所】　与謝野町字金屋　リフレかやの里周辺
【入場料】（環境協力金）

●中学生以上 200 円　●小学生以下は無料　　　
【その他のイベント】
　巨大ひまわり迷路、与謝野町周遊キャンペーン
などを予定しておりますが、詳しい内容は決定し
だいお知らせします。※問い合わせは、与謝野町ひま
わり実行委員会事務局(リフレかやの里☎0772-43-1730)へ。

　　　海フェスタは、「海の恩恵に感謝し、海洋国
　　日本の繁栄を願う日」という「海の日」の意義
　　を再確認するための行事として、毎年、全国の
　　主な港湾都市で開催されています。
　今夏、舞鶴市を中心に府北部 5 市２町で開催す
る海の祭典「海フェスタ京都」では、府北部と海と
の関わりを歴史的に紹介する「海の総合展」、多く

のユニークな船で行われる「船の体験乗船・一般公
開」、さらに、府北部の豊富な食文化や地域の人々
の活躍を披露する「海の京都フェア」など多彩なイ
ベントを計画しています。
　今月号では、一般募集を開始する催しを中心に紹
介。応募方法や受付窓口が行事によって異なります
ので、記載内容をご確認の上、お申し込みください。

2014
7 月19日（土）～８月3日（日）

舞鶴市・福知山市・綾部市・宮津市
京丹後市・伊根町・与謝野町

会 

場

《海フェスタ京都　公式アカウント》
■公式サイト
　http://umifesta-kyoto.com/
■ Facebook
　http://www.facebook.com/umifestakyoto
■ Twitter
   @umifesta_kyoto

開催情報

開
催
情
報

さかなクンのお魚講座

   魚に関する豊富な知
識とそのキャラクター
で幅広い世代に人気の

「さかなクン」が身近
な魚や珍しい魚をさま
ざまな角度から解説。

【日　時】   
7 月 28 日（月）
午前（11 時～）
午後（２時～）

【場　所】　総合文化会館
【定　員】　各 1,000 人（多数の場合抽選）
【申し込み方法】
　往復はがき（１枚につき４人まで）に参加者全
員の氏名と年齢、代表者の電話番号、希望時間

（午前か、午後）を明記し、実行委員会（〒 625
－ 8555 企画政策課内「おさかなクンのお魚講座」
係り）へ。６月 26 日（木）消印有効。※要約筆記、
磁気ループ、手話通訳希望者はいずれかを明記。
※詳しくは舞鶴市海フェスタ京都推進本部事務局（企画政
策課内　☎ 0773-66－0028）へ。

《さかなクン》
■東京海洋大学客員教授　■農林水産省お魚大使
■環境省Ｕ N ＤＢ－Ｊ生物多様性リーダー

第八管区海上保安本部の催し

■巡視船「だいせん」の体験航海
【日　時】　7 月 26 日（土）
【場　所】　京都舞鶴港西港第 3 ふ頭
■巡視船「だいせん」の一般公開

【日　時】　7 月 27 日（日）
【場　所】　京都舞鶴港西港第 3 ふ頭
※詳しくは、海上保安本部（☎ 0773-76-4100）または、
第八管区海上保安本部ホームページへ。

   第八管区海上保安本部所属の巡視船「だいせん」
全長：105m、総㌧数：3,100 ｔ）の体験航海と
一般公開を実施します。

海上保安庁巡視船「だいせん」
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広告

平成 26 年度全国統一防火標語 「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」

がんばってます！消防団 編集 ● ひまわりふれ愛隊

　　　　女性消防団員募集
　私たち「ひまわりふれ愛隊」は、月に一度
の定例会で活動内容を決め、音声告知放送防
火教室、救命講習など、火事等の予防啓発を
中心に活動しています。
　一緒にやってみようと思われる方は、総務
課消防安全係（46-3004）まで。

女性

    笑って  こらえて  楽しんで
～子どもから　お年寄りが　楽しんで暮らせるまちに～

岩屋ちびっ子消防隊
　　　　　　防災カルタ大会

消防防災フェア 2013
●消火器による消火体験で、消火器の使い方が分かってよかったです。
●風船やかるた、ぬりえ等こどもの体験コーナーもあり、楽しく過ごせました。
●消防車に乗れて、子どもたちもとても喜んでいました。

●消防をお祭り気分で楽しめる、とても貴重なイベント。
●「かるた」をしていると知らない子もいたので、声掛けや宣伝をもっと工夫
　したら良かった。

●「かるた」では少ししか取れなかったけど、取れたから嬉しかったです。
●放水訓練では子どもが 5,6 人くらいじゃないと持てないくらいでした。
●次回のちびっこ消防隊を楽しみにしています。

●未来の消防人、はじける笑顔があふれていた。
●消防車に乗って防火広報する体験は、なかなかできないので、良い経験になっ
　たと思う。

防災かるた作り
●とても楽しく作ることができました。子どもたちがよろこんでくれて、防火・　
防災意識も高まればいいな、と思います。

●子どもたちに、いかに楽しんでもらえるか、知恵を絞った力作です。
●大変だったけど、大好きな絵が描けてよかった。
●イメージをふくらませ、楽しみながら作り、個性あふれる「かるた」ができました。

■岩屋ちびっ子消防隊の声

■ひまわりの声

■ひまわりの声

■いっしょに作業した岩屋の団員の声

■来場者の声

■ひまわりの声

広告　　デジアナ変換終了のお知らせ
　ブラウン管テレビ等のアナログ放送受信機でデジアナ
変換放送を視聴されているご利用者は、地上デジタル放
送視聴環境へお早めにご対応をお願いします。 

■デジアナ変換放送終了予定日
　平成２7 年３月までに終了

【問い合わせ】加悦地域振興課 CATV 係　☎ 43-2378

「ひまわりふれ愛隊」の皆さんは、日頃から女性目
線で消防団活動に取り組んでもらい、　町民の皆さ
んとのふれ愛を大切に、予防活動を頑張ってくれて
います。これからも男性発想にはないアイディアで
の予防活動の展開を期待しています。

第５回与謝野町消防操法大会
日　時　６月 22 日（日）  午前８時～
　　　　※荒天時は６月 29 日に延期
場　所　野田川グラウンド 
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人気の本を紹介！ 　６月１日は気象記念日。日本初の気象台が設立された日にちなんでいるそうで
す。梅雨も間近となり空模様が気になるこの季節に、おすすめの本を選びました。

がんばれニッポン！
サッカーワールドカップ

　6 月 12 日から 2014FIFA ワールドカップがブラジルで開催されます。今大会
での活躍が期待される日本代表を追った本をご紹介します。

A L T リレーコラム  ［ 第 37 回  イギリスの迷信  by サイモン］ COLUMN　 図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

一般書 ●『ほんとうの味方のつくりかた』松浦弥太郎／筑摩書房　●『カメラがとらえた昭和巨人伝』洋泉社　●『日
本百名山山あるきガイド〔2014〕全２巻』ＪＴＢパブリッシング　●『和装の花嫁と列席者の装いバイブル』山野愛
子ジェーン／世界文化社　●『歯みがき革命！』我妻美夕紀／文溪堂　●『日本全国話題の観光列車大集合』ＪＴＢ

パブリッシング　●『庭をきれいに見せる宿根草の選び方・使い方』山本規詔／家の光協会　●『礼儀正しい手紙・は  
    　がきの書き方とマナー』岩下宣子／学研パブリッシング　●『紫匂う』葉室麟／講談社　　　　　
　　　　●『はのはのはなし』中西翠／アリス館　●『どうぶつたちのおかいもの』渡辺茂男／福音館書店　●『ゴールデンタイム』
稲葉卓也／絵白泉社　●『「やる気スイッチ」が入る！ 30 のヒント』松田正男／ＰＨＰ研究所　●『今すぐできる！中学生の勉強法』
親野智可等／ＰＨＰ研究所　●『くらしにつながるノーベル賞』若林文高／文研出版　●『ホタルの光は、なぞだらけ』大場裕一／
くもん出版　●『宇宙探検えほん』宇宙航空研究開発機構／小学館

今月の
新着図書

図書館おはなし会　　
＜本　館＞　七夕おはなし会　
　　　　　　７月５日　（土）午後２時～　
＜加　悦＞　７月 12 日（土）午前 10 時 30 分～
＜野田川＞　七夕おはなし会　
　　　　　　７月５日　（土）午後２時～

●図書館の便利な使い方 Part ３
　町の図書館にある本では物足りない！という読書家の方
へ。図書館では所蔵していない本を、京都府内の他の図書
館から取り寄せたり、新たに購入したりする「リクエスト」
という仕組みがあります。
　お探しの本がある方はお気軽にお問い合わせください。

児童書

『四季の教科書　
 二十四節気からのおくりもの』 
高橋健司／ 教育出版 

時節のあいさつや天気予報などで使われる
夏至や立春という言葉は二十四節気による
もので、中国から伝わり日本人の自然や季
節への豊かな感受性によって改良されまし
た。二十四節気に沿う季節の変化を、美し
い写真とともに追う１冊。季語も合わせて
紹介しており、俳句作りにもおすすめです。

『ずっと受けたかった
 お天気の授業』 
池田洋人／東京堂出版 
｢ 雨ってどんな形をしているの ?｣ 、｢ 梅
雨はどうしてあるの ?｣ そんな質問にあな
たならどう答えますか？答えに自信がない
なら、この本でお天気の授業を受けてみま
しょう。素朴な質問を難しい言葉をできる
だけ使わず、かわいいイラストを使って答
えていて、とても読みやすい本です。

『サムライブルーの料理人
 サッカー日本代表専属シェフの
 戦い』
西芳照／白水社

トップアスリートにとって、「食べること」
は栄養だけではなくメンタルの部分でも重要
な役割を担っていることをご存知でしょうか。
前回の南アフリカ大会のサッカー日本代表を

「食」で支えた和食料理人が、過去の大会で
の苦労や裏話、また「食」をとおして見た監
督や選手たちの姿をつづった本です。

『進め！サムライブルー
 サッカー日本代表感動の       
 20 年ヒストリー』
 林壮一／講談社 
1993 年のドーハの悲劇から、2014 年ワー
ルドカップブラジル大会へ。ワールドカッ
プ出場さえ夢のまた夢と言われていた時代
から、世界に名だたるクラブチームで活躍
する代表選手が何人もいる現在に至るまで
の日本サッカーの歩みを、歴代のスター選
手を紹介しながら振り返った１冊。

 しかし、奇妙な迷信があり、演劇の
出演者には「Good Luck」と言って
はいけません。なぜなら、舞台ではそ
の逆の「Bad Luck」（「不運」）が起
こると言われているからです。
 このため、出演者に「Good  Luck」

と伝えたい場合は、代わりに「Break 
a leg」（「足を折れ」）と言います。

「Break a leg」の語源については諸
説ありますが、最も信じられている説

 帽子をベッドの上に置くことも不吉な行為です。昔は髪
の毛の中に悪魔がいると信じられており、帽子を置くと悪
魔がベッドに進入できるようになるからです。
 鏡を割ると 7 年間悪いことが起きるとも言われています。

鏡は人間の魂の一部を捕まえることができると信じられて
おり、鏡を割ると鏡の破片とともに魂の一部を失くしてし
まう危険があるからです。
  私に会ったら、ぜひ日本の迷信を教えてくださいね！

昨 年の秋、与謝野町ではとても多くのカメムシを見
かけたため、多くの人は冬に大雪が降ると予想し

ていました。しかし、実際にはあまり雪が降らず、わりと
暖かい冬でした。私はこのような迷信をほとんど信じてい
ませんが、とても面白いと思います。今月は皆さんにイギ
リスの迷信を紹介したいと思います。
 イギリス人は「Good Luck ！」（「幸運を祈る！」）とよ

く言います。日本語の「がんばって！」のように、受験、
面接、結婚式や出産の前などでは必ず言います。

イギリスでは家の中で傘をさす行為も不吉である
と言われています

では、舞台が成功すると最後に出演者が観客にお辞儀をす
るために足を曲げることから「舞台が成功して足を曲げる
ことができますように」という意味で使われるようになり、

「曲げる」が「折れる」に変わったと言われています。
 英語圏では「Bless you」（「神の恵みあれ」）も生活に広

く浸透している迷信です。誰かが「くしゃみ」をすると近
くにいる人は「Bless you」と言います。昔は「くしゃみ」
をすると魂が体から抜け出して代わりに悪魔が入ると信じ

られており、「Bless you」と言えば、悪魔から体を守るこ
とができると言われていました。
 現代ではこの話を信じている人はいないと思いますが、

今でもイギリスの礼儀作法として、面識のない人に対して
も「くしゃみ」には「Bless you」と言うことがていねい
であるとされています。
 また、イギリスでは多くの縁起が悪いと言われている迷

信があります。例えば、13 人で食事をすることは不吉な
行為です。これは、西洋では「12」が完璧な数であり「13」

は不完全で危険な数であるとされてい
るからです。1 年は 12 ヵ月あり、誕
生日占いの 12 星座、干支は 12 匹な
ど、「12」は良く使われますが「13」
は使用を避けられます。
 日本では幸運の動物とされている黒

猫ですが、西洋では魔女の仲間である
と信じられていたので不吉な動物です。
特に自分の前を横切れば死の前兆であ
ると言われています。

時の贈り物 ［ 第 73 回　古民家のみかた「格子」］ まちの文化財

町
内
の
古
民
家
の
「
格

子
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。
古
民
家
に
み
ら
れ

る
格
子
は
、
木
や
竹
な
ど
を
縦

や
横
に
並
べ
て
組
ん
で
つ
く
る

建
具
で
す
。
外
か
ら
風
や
光
を

取
り
入
れ
つ
つ
、
通
り
を
行
き

交
う
人
の
視
線
を
遮
り
ま
す
。

ま
た
、
窓
ガ
ラ
ス
に
物
が
当
た

り
に
く
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
防
犯
の
役
割
も
果
た
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、格
子
は
、

建
物
の
内
と
外
を
完
全
に
遮
る

こ
と
な
く
結
び
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
て
も
機
能
性
が
高

い
建
具
で
す
。

 

格
子
に
は
、
糸
屋
格
子
、
米

屋
格
子
、
酒
屋
格
子
な
ど
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
か
つ
て

は
、
格
子
の
意
匠
や
形
状
で
職

業
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
例
え

ば
、
糸
屋
格
子
は
太
い
格
子

１
本
と
細
く
て
少
し
短
い
格

子
（
切
子
）
３
本
を
組
み
合
わ

せ
た
２
種
類
の
格
子
の
組
み
合

わ
せ
で
す
。
ま
た
、
切
子
の
数

が
４
本
は
織
屋
格
子
、
２
本
は

呉
服
屋
格
子
な
ど
と
呼
ば
れ
ま

す
。こ
れ
ら
の
繊
細
な
格
子
は
、

江
戸
時
代
以
降
、
大
工
道
具
の

発
達
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
後
、
基
本
の
形

に
変
化
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、
格
子
を
据
え
付
け
る

敷
居
の
高
さ
も
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
敷
居
が
人
の
腰
の
位
置
く

ら
い
に
あ
る
高
い
も
の
は
、
丹

後
地
域
に
特
徴
的
な
も
の
で
、

ち
り
め
ん
業
が
盛
ん
で
、
機
屋

が
多
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

日
中
、
や
わ
ら
か
い
光
が
差

し
込
む
中
、
格
子
越
し
に
見
え

る
通
り
の
様
子
は
、
１
枚
の
絵

画
の
よ
う
で
す
。
夜
は
、
屋
内

か
ら
淡
く
も
れ
る
光
が
通
り
を

や
さ
し
く
照
ら
し
ま
す
。
建
物

の
内
と
外
を
穏
や
か
に
つ
な
ぐ

格
子
、
内
と
外
、
そ
れ
ぞ
れ
に

心
地
よ
い
距
離
感
・
空
間
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
与
謝
野
町

内
に
も
美
し
い
意
匠
の
格
子
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
探
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

        

与
謝
野
町
教
育
委
員
会

呉服屋格子
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まちの 話題 お届けします

町 政  News & Information

問 教育推進課 ☎ 43-2193

「第３回与謝蕪村顕彰与謝野町俳句大会」ならびに
「第３回平成Ｂｕｓｏｎ俳句大賞」作品募集

事
前
投
句
作
品
を

受
け
付
け
ま
す　

　
与
謝
野
町
は
江
戸
時
代
中
期

の
俳
人
・
与
謝
蕪
村
の
母
の
ふ

る
さ
と
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
蕪
村
は
こ
の
地
で
「
丹
波

の
加
悦
と
い
ふ
所
に
て
」
と
前

書
き
し
て
、
名
句
「
夏
河
を
越

す
う
れ
し
さ
よ
手
に
草
履
」
を

詠
み
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
蕪
村
ゆ
か
り
の
故
郷

で
、
当
町
の
特
色
あ
る
文
化
と

し
て
の
俳
句
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら

「
与
謝
蕪
村
顕
彰
与
謝
野
町
俳

句
大
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
２
回
の
大
会
は
と
も
に

３
６
０
０
句
を
超
え
る
俳
句
が

寄
せ
ら
れ
、
当
日
も
２
０
０
名

の
方
が
参
加
し
、
成
功
裏
に
大

会
を
終
え
ま
し
た
。

  

そ
し
て
こ
の
た
び
「
第
３
回

与
謝
蕪
村
顕
彰
与
謝
野
町
俳
句

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
自
由
題
三
句
の
ほ
か
、
俳
句

に
添
え
ら
れ
た
前
書
き
ご
と
作

品
を
評
価
す
る
「
前
書
俳
句
」

も
昨
年
に
続
き
募
集
し
ま
す
。

　

大
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
初
心
者
向
け
俳
句
教
室
を

開
催
す
る
な
ど
、
俳
句
文
化
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
与
謝
蕪
村
の
顕
彰
に

も
取
り
組
み
、
文
化
の
香
り
高

い
俳
句
の
町
与
謝
野
町
を
全
国

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
募
集
要
項
は
、
役
場
各
地
域

振
興
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

【
事
前
投
句
応
募
受
付
期
間
】

６
月
20
日（
金
）～
８
月
19
日（
火
）

締
め
切
り
は
「
ハ
・
イ
・
ク
」

の
日　
当
日
消
印
有
効

【
応
募
規
定
】

●
事
前
投
句

左
記
２
種
類
に
応
募
可

①
自
由
題
３
句
１
組　

一
人
一
組
に
限
る

②
前
書
俳
句　

一
人
一
句
に
限
る

①
の
み
、
②
の
み
、
①
②
双
方

へ
の
応
募
可

※
前
書
俳
句
に
は
、
そ
の
句
の

背
景
や
舞
台
な
ど
を
20
字
以
内

で
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

●
当
日
投
句　

一
人
一
句
に
限
る

※
事
前
・
当
日
投
句
と
も
未
発 

表
作
品
の
こ
と

【
応
募
料
】

■
事
前
投
句

　
一
人
あ
た
り
千
円

■
当
日
投
句

　
無
料

【
選　

者
】

■
自
由
題
三
句

　
稲い

な

畑は
た

廣こ
う

太た

郎ろ
う　

氏

■
前
書
俳
句

　
茨

い
ば
ら

木き　

和か
ず

生お　
氏

　
大お

お

石い
し　

悦え
つ

子こ　
氏

【
俳
句
大
会
】

11
月
30
日
（
日
）
知
遊
館

10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

町
立
江
山
文
庫

〒
６
２
９・２
４
２
１　

与
謝
野
町
字
金
屋
１
６
８
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
４
３・２
１
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
４
３・２
１
７
１

平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ

俳
句
大
賞

　

前
述
の
俳
句
募
集
と
は
別

に
、
与
謝
野
町
内
の
小
・
中
・

高
校
生
の
俳
句
作
品
を
募
集

し
、
11
月
30
日
の
俳
句
大
会
で

入
賞
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

【
募
集
作
品
】　

自
由
題
一
人
一
句　

未
発
表
作
品
に
限
る

【
募
集
期
間
】

６
月
20
日（
金
）～
９
月
12
日（
金
）

【
応 

募 

料
】　
無
料

※
応
募
に
つ
い
て
は
、
学
校
を

　
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 教育推進課 ☎ 43-2193

参加者募集中！
第９回よさの大江山登山マラソン大会

種　目
年齢別部門 スタート

時刻 参加料
男 女

大江山縦走コース
23.5 ㎞

1 部（高校生以上 39 歳以下） 4 部（高校生以上 39 歳以下）
10：00 4,000 円2 部（40 歳以上 49 歳以下） 5 部（40 歳以上）

3 部（50 歳以上）

ちりめん街道コース
10 ㎞

6 部（中学生以上 39 歳以下） 8 部（中学生以上 39 歳以下）
10：15

3,000 円
中学生

2,000 円7 部（40 歳以上） 9 部（40 歳以上）
チャレンジコース 3.5 ㎞ 小学生以上の男女 10：20 1,000 円

今
年
も
開
催
し
ま
す

　
今
年
は
２
０
０
０
年
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子

マ
ラ
ソ
ン
で
７
位
に
入
賞

の
「
山や

ま
口ぐ
ち

衛え

里り

」
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
迎
え
、

９
月
21
日
（
日
）
大
江
山
運

動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
と
し
、
高
低
差
８
０
０
ｍ

の
大
江
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
す
（
23
・
５
㎞

の
部
）。
そ
の
ほ
か
、
ち
り

め
ん
街
道
を
通
る
10
㎞
の
部
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
用
の
３・
５
㎞

の
部
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】

８
月
1
日
（
金
）
当
日
消
印

有
効
で
す
。
ま
た
は
直
接
申

し
込
み
も
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
事
務
局

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
４
３・２
１
９
３

山口衛里さん

険
し
い
コ
ー
ス
に
挑
む
ラ
ン
ナ
ー

 (

写
真
：
一
昨
年
の
大
会
）
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●文化工芸の里～新緑の手仕事展～

こだわりの作品が並びました
　5月17日・18日の2日間にわたって毎年恒例となっ
ている、新緑の手仕事展が文化工芸の里で開催されま
した。
　会場には、家具・木製小物、草木染と織、ジュエリー、
アクセサリーなどの展示販売が行われました。　
　どれも職人の技術とこだわりの見られる素晴らしい
作品ばかり。訪れた人たちは、職人から作品の特徴を
聞き、質問し、手に取って見たりと興味いっぱいのよ
うでした。

●阿蘇海一週マラソン大会

松並木を駆け抜けました
　5 月 10 日に阿蘇海一週マラソンが開催され、宮津市、
伊根町、与謝野町から、男女合わせて 18 チームが参加
しました。各チーム一人ひとりが力を出し切り、与謝野
町からは加悦中学校、江陽中学校、橋立中学校が出場し、
区間新記録も数区間で誕生するなど、終始白熱したレー
ス展開となりました。
　町内から出場したチームの大会結果は次のとおりです。
総合男子の部 :1 位 江陽中学校、3 位 橋立中学校、7 位 
加悦中学校。
女子の部 :2 位 江陽中学校、5 位 橋立中学校、6 位 加悦
中学校。

●初夏の加悦鉄道まつり

多くの家族連れでにぎわいました
　5 月 4 日・5 日の 2 日間、加悦ＳＬ広場で毎年恒例
の「初夏の加悦鉄道祭り」が開催されました。　
　会場では、加悦鉄道再現列車乗車体験、周遊列車「ロ
ケット号」（写真）が子どもたちに大人気。
　そのほかにも、ＮＰＯ法人「加悦鉄道保存会」によ
るミニバザー、鉄道教室が行われ、家族連れ、鉄道ファ
ンでにぎわいました。
　加悦ＳＬ広場には日本で 2 番目に古いＳＬをはじ
め、27 以上の珍しい車両が展示されており、子ども
たちは実際に見て、触って、乗って、と大満足の様子
でした。

●浅水代かき実演会

阿蘇海、野田川を美しく
　5 月９日、後野地区公民館前の水田で、「浅水代かき
実演会」が行われました。
　通常、代かき後の水は、いったん流し、水位を下げて
から田植えを行いますが、泥と肥料成分が流出し、阿蘇
海の水質、環境悪化の原因になることから、これらを抑
制するため、落水の必要がない程度の水で代かきをする
ことを「浅水代かき」といいます。
　阿蘇海沿岸の人だけでなく、農家の方々も阿蘇海の環
境改善を目指し、実演会を熱心に見学しました。

勢いよくスタートする一区のランナー

浅水代かきの実演会が行われました

大人気となった周遊列車「ロケット号」

作
品
の
こ
だ
わ
り
や
説
明
を
聞
く
来
場
者



まちのうごき
平成 26 年４月末現在

人　口 23,448 人（－ 44）

　男　 11,153 人（ －36 ）

　女　 12,295 人（－ ８）

世帯数 9,139 戸（＋  ９）
※括弧内は前月比

町 政  News & Information

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

1617　広報よさの  JUNE 2014

男 女 共 同 参 画

シリーズ 73

　男女共同参画社会の実現には、男性
の意識・行動も重要です。
　長時間労働を減らして、家事・育児・
介護・地域活動に関わることで、企業
人としても家庭人としても豊かな生活
をおくれる環境づくりが大切です。

問 企画財政課 ☎ 46-3084

参加者を募集します

　
「
京
都
府
女
性
の
船
」
が
今
年
は

９
月
に
北
海
道
へ
出
航
し
ま
す
。

　
仕
事
や
地
域
活
動
で
さ
ら
に
活
躍

し
た
い
方
、
業
種
や
地
域
の
枠
を
越

え
て
語
り
合
い
た
い
方
、
人
脈
を
広

げ
た
い
方
な
ど
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
参
加
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

■
実
施
時
期

【
研　
　

修
】
９
月
５
日
（
金
）
～

８
日
（
月
）
３
泊
４
日

【
事
前
研
修
】
８
月
９
日(

土)

【
事
後
研
修
】
10
月
11
日(

土)

■
訪
問
地　

　
北
海
道

■
研
修
概
要

　
講
義
、
グ
ル
ー
プ
学
習
、
全
体
発

表
・
意
見
交
換
会
、
現
地
活
動
団
体

と
の
交
流
、
社
会
見
学
等

■
応
募
資
格

　
京
都
府
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
概
ね
20
歳
以
上
の
女
性
で
次
の
す

べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方

・
地
域
や
職
場
の
課
題
解
決
や
活
性

化
の
た
め
に
、
さ
ら
に
能
力
を
発
揮

し
て
活
躍
し
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ

る
方

・
健
康
で
、
こ
の
研
修
に
十
分
耐
え

得
る
体
力
の
あ
る
方

・
団
体
生
活
に
適
応
で
き
る
方

・
事
前
研
修
か
ら
事
後
研
修
ま
で
の

す
べ
て
に
参
加
で
き
る
方

※
過
去
の
「
京
都
府
女
性
（
婦
人
）

の
船
」
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の

経
験
を
活
か
し
て
現
在
就
業
・
活
動

等
を
し
て
お
り
、
今
回
初
め
て
参
加

す
る
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
も
果

た
す
意
志
の
あ
る
方
に
限
り
、
10
名

程
度
募
集
し
ま
す
。（
た
だ
し
最
近

２
年
以
内
の
参
加
者
は
除
く
）

■
参
加
費

　
３
３
，
０
０
０
円
（
町
が
参
加
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。）

■
申
し
込
み
期
限　

　
６
月
30
日
（
月
）
必
着

企
画
財
政
課
ま
で

■
提
出
書
類

①
参
加
申
込
書
（
様
式
あ
り
）

②
作
文
（
様
式
あ
り
）

　
申
込
書
は
役
場
各
庁
舎
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
京
都
府
男
女
共
同
参
画

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

●
企
画
財
政
課　

☎
４
６・３
０
８
４

●
京
都
府
府
民
生
活
部
男
女
共
同

参
画
課　

☎
０
７
５
・４
１
４・４
２
９
２

第 34 回京都府女性の船

「家事場のパパヂカラ」

男女共同参画週間

●平成 26 年度キャッチフレーズ

クールビズ　～ご理解とご協力をお願いします～
与謝野町では、温室効果ガス削減のため、今年もクールビズに取り組んでいます

（6 月 1 日～ 10 月 30 日）。町が行う会議等にはできるだけ軽装で出席いただく
など、皆さんのご理解とご協力をお願いします。① 適温冷房（28℃）の徹底　
②軽装勤務奨励　③省エネ行動の実施などを行います。

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、4月16日から5月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

女
性
の
参
画
状
況

　

与
謝
野
町
に
お
け
る
女
性
の
労
働
力
率

（
15
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
）

は
、
前
回
調
査
よ
り
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

全
国
よ
り
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
政
策
や
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性

の
参
画
は
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
、
審
議

会
等
の
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
目
標

の
30
％
に
届
か
ず
、
い
っ
そ
う
の
女
性
の
参

画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

問 企画財政課 ☎ 46-3084

すすめよう！男女共同参画
与謝野町の男女共同参画計画

年　度 与謝野町 京都府 全国

平成 17 年度 54.2％ 48.2％ 48.8％
平成 22 年度 52.1％ 49.7％ 49.6％

年　度 女性のいる審議
会等の割合  女性委員の割合

平成 19 年度 72.2％ 18.1％
平成 24 年度 94.7％ 24.7％

◆女性の労働力

◆主な審議会などに占める女性委員の割合

資料：国勢調査から

資料：企画財政課

● Pofile

●いまだ　ひろみ

加悦町議を３期務め、議

長等を歴任。平成 18 年

に与謝野町議に初当選。

現在 3 期目。

●ただ　まさなり

平成 18 年に与謝野町議

に初当選しその後２期務

める。現在 3 期目。

　
５
月
８
日
に
行
わ
れ
た
与

謝
野
町
議
会
５
月
臨
時
会

で
、
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
議
長
に
今い

ま
田だ

博ひ
ろ

文み

さ
ん

が
、
副
議
長
に
多た

田だ

正ま
さ

成な
り

さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
申
し
合
わ
せ
に

よ
り
２
年
間
で
す
。

今田博文さん多田正成さん

功績・功労をたたえて
　
岩
滝
幼
稚
園
（
千せ
ん
賀が

智ち

恵え

子こ

園

長
）
が
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協

議
会
か
ら
、
功
労
者
（
団
体
）
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
岩
滝
幼
稚
園
は
、
子
ど
も
の
心

の
健
や
か
な
成
長
を
目
的
に
、
園

児
の
継
続
的
な
図
書
館
訪
問
、
読

書
リ
レ
ー
や
絵
本
と
の
出
会
い

カ
ー
ド
な
ど
、
園
は
も
ち
ろ
ん
家

庭
で
も
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
取

り
組
み
、
図
書
館
と
積
極
的
な
連

携
を
図
り
つ
つ
、
園
児
・
保
護
者

の
読
書
活
動
の
裾
野
を
広
げ
た
功

績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

京都府図書館等連絡協議会
功労者（団体）表彰

表彰を受けた千賀園長 ( 下段中央）と

岩滝幼稚園のみなさん

新しい正副議長が決定しました！
与謝野町議会 問 議会事務局 ☎ 43-0215

6/23 ～ 29

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
６/30（月）まで

町 府 民 税　第１期
国民健康保険税　第１期
介 護 保 険 料　第 1 期
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を
着
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

け
ど
、
あ
ら
た
め
て
着
姿
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
も

呼
び
か
け
た
。

　

最
後
に
、『「
丹
後
ち
り
め
ん
」

の
良
さ
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
自

分
の
持
っ
て
い
る
技
術
を
、
次
に

継
承
し
て
い
け
た
ら
』
と
話
し
、

『「
京
も
の
認
定
工
芸
士
」
に
認
定

さ
れ
た
か
ら
に
は
、
そ
の
名
に
恥

じ
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
技
術
向
上

を
目
指
し
て
い
き
た
い
』
と
決
意

を
新
た
に
す
る
羽
賀
さ
ん
。

　
若
手
職
人
と
し
て
、
丹
後
の
織

物
業
へ
の
さ
ら
な
る
貢
献
に
期
待

が
高
ま
り
ま
す
。

な
い
と
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
っ

た
の
が
家
業
を
継
い
だ
き
っ
か
と

話
す
。

　
織
り
手
さ
ん
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い

て
羽
賀
さ
ん
は
、『
織
機
は
古
く
、

ど
う
し
て
も
人
の
手
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
原
材
料
も
天
然
繊

維
の
生
糸
を
使
用
し
て
お
り
、
人

間
の
手
を
か
け
な
い
と
ス
ム
ー
ズ

に
は
織
れ
な
い
。
な
の
で
、
質
の

良
い
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
を
製
造

す
る
た
め
に
も
職
人
は
必
要
』
と
、

人
材
不
足
と
技
術
の
継
承
に
つ
い

て
懸
念
す
る
。

　

時
代
の
変
化
も
あ
り
、「
着
物

　
与
謝
野
町
で
、
白
生
地
製
造
販

売
（
羽
賀
織
物:

加
悦
）
を
営
み
、

そ
の
製
造
技
術
が
認
め
ら
れ
、
み

ご
と
「
京
も
の
認
定
工
芸
士
」
に

認
定
さ
れ
た
羽は

賀が

信の
ぶ

彦ひ
こ

さ
ん
（
左

写
真
）。

　
「
京
も
の
認
定
工
芸
士
」
と
は
、

平
成
18
年
か
ら
、
若
手
職
人
（
指

定
工
芸
品
の
製
造
に
５
年
以
上
携

わ
る
40
歳
未
満
の
職
人
）
の
技
術

向
上
の
促
進
と
京
都
の
伝
統
産
業

の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
、
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
羽
賀
さ
ん
が
そ
の
「
京
も
の
認

定
工
芸
士
」
に
応
募
し
た
き
っ
か

け
は
、「
家
業
を
継
い
で
６
年
半

（
作
品
応
募
時
）。
自
分
の
技
術
が

ど
こ
ま
で
通
用
す
る
の
か
知
り
た

か
っ
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
意

味
も
兼
ね
て
応
募
し
た
」
と
話
す
。

認
定
の
報
告
を
受
け
た
と
き
の
思

い
を
「
良
か
っ
た
、
認
め
ら
れ
た

こ
と
で
、
自
信
が
つ
い
た
」
と
、

喜
び
の
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

　
応
募
し
た
作
品
は
、
唐
草
模
様

に
洋
花
を
組
み
合
わ
せ
た
紋
意

匠
の
生
地
で
あ
る
（
右
下
写
真
）。

写
真
の
と
お
り
「
白
い
生
地
と

な
っ
て
お
り
、
差
を
つ
け
る
に
は

完
成
度
が
大
切
。
と
に
か
く
傷
が

な
い
よ
う
に
注
意
し
た
」
と
制
作

す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
・
こ
だ
わ

り
を
語
る
。

　
ま
た
、
審
査
員
か
ら
は
「
こ
の

白
生
地
は
洋
装（
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
）

で
も
活
か
せ
る
道
が
あ
る
」
と
い

う
評
価
も
受
け
た
と
い
う
。

　
一
方
で
、
丹
後
の
織
物
業
は
後

継
者
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
羽
賀
さ
ん
も
、
織
物
業

と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
仕
事
を
し

て
い
た
一
人
だ
が
、「
祖
父
が
始

め
た
仕
事
、
設
備
は
あ
る
。
継
が

羽
賀
信
彦 

さ
ん

伝
統
と
技
術
の
継
承
を
！

京
も
の
認
定
工
芸
士

●はが のぶひこ

　与謝野町加悦。昭和 55 年生まれ、
34 歳。高校卒業後は、町外で就職する
が、７年前に家業である羽賀織物を継
ぐ。
　平成 26 年には「丹後ちりめん」で
の認定２人目となる「京もの認定工芸
士」の称号を得る。

「京もの認定工芸士」に応募した作品。唐草模様に洋

花を組み合わせた紋意匠の生地となっている。


